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　市内にお住まいで、仕事や生活費のこと、子
どもの学習などでお困りの方、市の生活困窮者
自立支援制度をご存知ですか？
　「離職で住居を失うおそれがある」「家計のや
りくりがうまくできない」「塾に通わせたいが費
用が捻出できない」…などの困りごとや不安を
抱えている方、一度相談してみませんか？

問福祉総務課☎70・5624

▼
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      生活困窮者自立支援制度

生活の「困った」を
サポートします

綾瀬市民の皆さんの
相
談
支
援
の
流
れ
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し
ま
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。

相
談
無
料

住居確保給付金の支給

ひきこもり相談窓口

就労支援員が仕事探し
をサポート

学習支援事業

CASE
1

CASE
2

CASE
3

CASE
4

家計改善支援事業その
他 　家計の「見える化」と根本的な課題を把握し、相談者

が自ら家計を管理できるよう、状況に応じた支援計画の
作成、相談支援、関係機関へのつなぎなどを行います。

　市役所にあるジョブスポットあやせ
と連携して就職活動をサポート。仕事
探しのほか、履歴書の書き方や面接の
練習など、きめ細やかな支援を行います。

親 80 代

不採用続きや退職などにより思うように仕事に就
くことができない・・・

安定した収入が得られず、家賃を払うことが困難
になった・・・

何らかのきっかけで外へ出る機会を失った。親が
高齢になったので心配・・・

家庭の事情で子どもを塾に通わせることができな
い。子どもは塾に通いたいと言っているが・・・

　悩みを解決するためのプランを作成。
具体的な目標を一緒に考えます。その
後、関係機関と連携して、目標を達成
できるまで支援を行います。

　離職などにより住居を失った方、失
うおそれがある方には、就職に向けた
活動をするなどを条件に、一定期間、
家賃相当額を支給します。
※一定の資産収入などに関する条件を満
たしている方

　就労が困難な方に、プログラムに
沿って、一般就労に向けた基礎能力を
養いながら就労に向けた支援や就労機
会の提供を行います。

▼

　中学生を対象として、学習支援をは
じめ、仲間と出会い活動できる居場所
づくり、進学に関する支援など、子ども
と保護者に必要な支援を行います（就学
援助受給世帯が対象）。

就労準備支援事業

例えばこんなことで
困っていませんか？

ak06
スタンプ

ak06
スタンプ


